
🔶 元気なあいさつ 明るい歌声 笑顔あふれる中央中学校                    

     中央中だより 
３Work （Team・Net・Foot）を大切に中央中の子供たちのために 

8月 1日、気象庁は「東海地方と関東甲信地方が梅雨明けしたとみられる」と発表しました。朝から夏

を感じさせる強い日差しが照り付ける中、前回に引き続き８月１・２日に中学校運動部活動３年生大会が

開催されました。今回は野球部と男女テニス部の大会が行われました。学校総合体育大会は２日間で全競

技日程を終了するので、全部の部活動を応援することが大変難しいのですが、今回は競技によって日程が

分散されたので各部活動の戦いぶりをじっくりと見て、応援することができました。６月２２日から段階

的に部活動が再開されましたが、期末テストや三者面談、梅雨空が続く中、練習時間の確保が思うように

できませんでした。練習試合も出来ずに、いきなり本番の大会を迎えました。熱中症や怪我などの心配も

ありましたが、大きな怪我や事故もなく無事に大会を終了することができました。 

大会に参加した生徒たちの顔は本当に生き生きとしていました。勝利してガッツポーズしている顔、ピ

ンチに陥って緊張している顔、仲間とともに部活動ができる喜びを全身で表しているように見えました。

この顔が見たかった！ １年生の頃から続けてきた部活動の締めくくりができたのではないかと思います。 

各部活動の戦いぶりを１つ１つ解説したいのですが、紙面の都合もありますので割愛させていただきます。 

各会場にお越しいただいた保護者の皆様、応援ありがとうございました。ご挨拶も出来なかったことをお

詫びいたします。また、会場によっては保護者の応援ができなかった部活動もありました。お子様の活動

の様子をご覧になることができなくて本当に申し訳ありませんでした。ご勘弁ください… 
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【野球部－締まっていくぞ～！】 

【女子テニス部－夢叶うまで挑戦！】 【男子テニス部－試合を楽しめ！】 

大会結果（敬省略） 

【野球部】惜敗 

【男子テニス部】 

個人戦‐惜敗 

団体戦‐惜敗 

【女子テニス部】 

 個人戦‐優勝 

 ○○○○・○○○○組 

 団体戦‐第３位 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《モーニング・トライ》 

『朝の短い時間を利用して勉強したい人は集まれ～』という

コンセプトのもと 7 月 7 日（火）からモーニング・トライ

がスタートしました。（基本は 3年生が対象）現在の学校は

検温が最優先ですので、7:20～7:30までに登校できる人が

検温を受けてから教室で自分の席に座り自学自習に取組み

ます。期末テスト前は常時 20名位の参加人数でした。期末

テスト直前には 1・2年生の参加もありました。期末テスト

が終わり、参加者は居なくなるのかと思いきや 10名ほどの

生徒は変わらずに参加してくれています。テスト終了後の翌

日にも、3年生大会の翌日にも何事もなかったように普通に

登校してきます。そんな生徒を見て本当に偉いな～と思いま

す。自分が中学生の頃はこんなことできませんでした。朝の

30分の努力の積み重ねが学力の向上に繋がることを切に願

います。ただし、これは任意参加です。一人で静かに自習す

ることが条件となります。無理する必要はありません。 

8月 7日（金）に終了し、18日（火）再スタートします。 

《お詫び》 

現在、発熱や風邪症状等で学校に登校

できない場合は、「出席停止」という

措置を取っています。これは欠席数に

はカウントしません。 

学校に登校後、発熱や風邪症状等で家

に帰る場合は、「早退」という措置を

取っています。この場合「出席停止」

にはなりませんのでご承知おきくださ

い。このことを学校より保護者の皆様

に周知していなかったことをお詫びい

たします。 

早退か否かの基準に関しては、帰りの

会まで在籍することが条件となりま

す。帰りの会前に家に帰る場合は「早

退」という措置を取らせていただきま

す。（養護と管理職で判断します） 

本日も 3密を避けるために放送による終業式を行います。早く体育館に全校生徒が集まれるようにな

って欲しいと心から願います。 

さて、前回の放送朝会で、先生は『中央中の良い所・自慢できるところは何ですか？』と皆さんに質問

しました。そして、数多くある『中央中の良い所・自慢できるところ』の中から先生が考える 3つを紹

介しました。何と言ったか覚えていますか？  

1つ目は挨拶でした。2つ目は無言清掃でした。3つ目は気遣いでしたね。 

今日は、『中央中の良い所・自慢できるところ』を 1つ付け加えたいと思います。 

それは、素直さです。 

放送朝会の翌日、ある先生に「昨日の掃除がいつにもまして良かった気がします。きっと校長先生が放

送朝会で褒めてくれたからだと思います。」と言われました。また、私は校外に出て登校指導をしていま

すが、自分から大きな声で挨拶をしてくれる生徒が増えた気がします。それから校長室のドアを開けて

仕事をしていると廊下から校長室の中の私に挨拶をしてくれる生徒も出てきました。嬉しい限りです。 

『中央中の良い所・自慢できるところ』の 4つ目はこの素直さです。「打てば響く」というか、中央中の

生徒は素直な生徒が多いと言う事です。素直―これは人としてとても大切な資質です。先生から言われ

たことをスポンジのように吸収して試してみようとする姿勢は、学習面にも部活動にも共通する上達へ

の近道です。 

皆さんは、『守破離』という言葉を聞いたことがありますか？ 『守破離』とは武道や茶道などにおい

て良く使われる言葉ですが、物事を習得する上での段階を 3つに分けた言葉です。 

『守』-先生から教えられたことを忠実に守り、実行することです。（基本編） 

『破』-先生の教えを守るだけでなく、自分独自に応用・発展させること（中級編） 

『離』-先生のもとから離れ、自分自身で学んだ内容を更に発展させること（上級編） 

『守』がしっかり身についていない段階で、『破』や『離』に取り組もうとしてもうまくいきません。 

中学生の頃は『守』が一番大切だと思います。素直な心はこの『守』に一番必要な要素だと先生は思い

ます。中央中のみなさんには、素直さをこれからも大切にして欲しいと思います。《以後略》 


